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田鎖 大志郎 

The@Analysis@of@J ・ Sibelius'@ ((Six@partsongs,@male@chorus))@ (Op ・ 18) 
and  《 Rakastava 》 (Op ユ 4) 

Vol.2 

D3shi   oゝakusari 

序 

その 1 一では、 シベリウスの 作品を特徴づけている 音楽語法に深く 影響を与えている 民族叙事詩 

( カレワラ ) 民族叙情詩 ( カンテレタル ) と、 シベリウスがどのように 接し、 研究し、 それらによ 

って形成されていく 独自の語法及びその 内容、 さらには謎を 解いていくことが 目的であ り、 その 為 

に 初期の代表的な 合唱作品であ る無伴奏男声合唱曲 Op.18 を分析の対象とした。 

Op.18 は 、 ( カレフラ )  ( カンテレタル ) とそれらを土台として 書かれている ( キ ヴィの 詩 ) を 

テキストとし、 カレ ワ ラ 的 世界と最も直裁に 関わり合い、 その影響が、 旋律、 リズム、 楽曲構成に 

明瞭に現れているはずであ るからであ った。 Op.18 の分析では、 特にその音楽的特徴を 全 6 曲の各々 

ほ ついて、 又、 全体として捉えている。 

その 2 一では、 先ず 0p.18 と同様に ( カンテレタル ) から採られた 3 篇の詩に作曲され、 やはり   

カレ ワ ラ 的 世界を色濃く 漂わせている Op.14(Rakastava 》の分析をする。 この作品は、 ヘルシンキ 

大学の男声合唱団の 作品コンクールに 応じて作曲し、 第二位を獲得した 作品で、 Op.18 と共に初期の 

合唱作品として 代表的なものであ り、 ( カレワラ ) との関連性を 論じる際、 《 Jtakastav 棚も含めて 

観ていく方がより 有効なので、 この曲の分析を 加えた上で、 さらにテキストとの 関係を探っていく。 

シベリウス自身、 実際に ( カレワラ ) が歌われている 地域を訪ねて 採譜もしており、 彼が ( カレ 

ヮラ ) をど う 捉えているかを 踏まえてから、 それらの成果が 彼の作品にど う 生かされているか、 影 

響を与えているか 視野を広げ、 総じてカレワラ 的世界と彼の 音楽語法との 関わり合いを 集約し、 新 

しい音楽受容の 実証的裏 打ちとしたい。   

 
 

Op.14  (Rakastava)  の分析 

分析方法は Op.18 と同じ方法による 1 。 

1]  全体の構造 

a) テキスト ( 詩 ) の構造と音楽の 関係について 

( カンテレタル ) 2 より選ばれた 3 扁の詩 [1)1 : 173Mis 曲 armahani? 一一 Rakastzava 愛す 
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る人 ， 2)1  :174 曲 mahanKulku@  Rakas ぬ tuntie  愛 LV@ 人の径， 3)1:122HyVaailtaa, 

lintuseni 一一 HyV 尭 yota  おやすみなさい コ から成り、 大きく 3 つの部分一 1)  愛しい 人 

(Rakastav め ， 2) 愛しい人の径 (rakastetuntie), 3) おやすみなさい (HyV 蕊 yota) に分けら 

れるが、 3) は 2 つの部分より 出来ていて、 前半は 1) と同様、 和声的に動き、 後半は 2) と同じ 

掛け声による 和声の上に好情的なテノール 独唱が加わって 曲をまとめている。 

詩 )  1) 愛しい 人 2) 愛しい人の径 

曲 )  I  RauhalllseStl  Ⅱ )  Keve 荻 8t1 

和声的 掛け声と同音の 持続に乗った 語り 

3) おやすみなさい 

in)  Reipaasti  IV)  Tempo  I  @Hitaasti 

和声的 掛け声とテノールの 好晴的な独唱 

b) 詩の節と楽節の 関係について 

( 愛しい 人 ) 一 1) は、 いわば愛しい 人の理想像を 綴っている。 全体は 4 つの部分から 成り、 

A 一 愛しい人は何処に 居て憩っているのかを 問うている。 (47 ラ ) 

B 一 その人の気配が 牧場にも森にもないと 否定している。 (4 そ干 ) 

C 一 愛しい人がそこを 通るならと仮定を 述べている。 (4 そ 〒 ) 

D 一 もし愛しい人が 通るなら角笛を 奏で、 山や 森 や正、 木立もそれに 応じ、 牧場は永遠の 歓 び 

にあ るれるよ う一 と結んでいる。 (6 寸寸 ) 

( 愛しい人の径 ) 一 2) は詩の内容から 4 つに 分けられる。 

A 一 ここを可愛い 人が通ったことを 告げている。 (4 行 ) 

B 一 牧場へ入ってあ の石に腰をかけたことを 述べている。 W2 行 ) 

C 一 そのことによって 石、 岩は輝き、 森の車地、 木立、 花が生きいきとしたことを 語り (6 行 ) 、 

D 一 それは可愛い 人が通ったからだとまとめている。 く 2 了了 ) 

( おやすみなさい ) 一 3) はどの節も 3 行から成り、 3 行目は何れも 一 ( わたしの大切な 愛しい 

人よ ! ) の句をくり返している。 

A 一 今晩は、 わたしの小鳥 ( 火 ) よと挨拶 し 、 

B 一 踊って、 わたしの可愛い 小鳥 ( 火 ) と誘い、 さらに 

C 一 止まってください、 

D 一手を差しのべてください、 と 

次に、 2 行 づつ 

E 一手を首にまわしてください、 

F 一 抱きしめてください、 

G 一口づけをください、 と続け、 再び 、 

F Ⅰ抱きしめてください、 

G, 一口づけをください、 

H  一 % 別れです、 永久に、 わたしの可愛い 小鳥 ( 火 ) 、 と 4 行にわたって 別れの挨拶を 述べて 
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いる。 

以上の詩句と 楽節との関係は 下図の如くになる。 
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拍子 2 分の 2 拍子 

Rauhallisesti ( 平和に ， 静かに ) 

a" 

(8)56 小節 

A, 

2) 詩の節 ) A B@ C D 
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詩 の 節 ) A B C D 

行 ) ①②③ ④⑤⑥ ⑦⑧⑨ ⑩⑪⑫ 

DU) 曲の節 ) a  a,  a  a, b  a, b  a, 

( 小節 )  (4)(2+1)  (4)(2+1) (4)(2+1) (4)  (2+1)08 小節 
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詩 の 節 ) E  F  G  F  G,  H 

行 ) ⑬⑭⑮⑯⑰⑱⑲⑳②②②②②⑧ 

W)  曲の節 )  a  a,  a  a,  b  b,  a a" 

( 小節 )(2)(1+1)  (2) (1+1)(7)(7)(2)(1+1)26 小節 

5/22  7/22 5/2 7/2 3/2 5/2 5/2 7/2 

A A B@ A ， 

Tempo@I Hitaasi( ゆっくりⅠ 

拍子は 5 拍子が基本であ るが、 実際は単純拍子が 合わさったもので (2+3) 小節 

数は倍近くになる。 7 拍子はフレーズの 切れ目に使われており、 同様に (2+2+3) 
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として見なされる。 

・の つ いた 1 小節は 2 分の 7 拍子 

  a   a b@ b ， a a" 

(2 Ⅰ (1+1 Ⅰ く 2)  (1+ ⅠⅠ (7)@ (7)@ (2)@ (1+1)26/ Ⅰ     

5/2 7/2 5/2 7/2 3/2 5/2  7/2 

(2　・ (2+5)/(2　・ 

4 5 4 5 7 7 4 5  41 円 へ節 

( カンテレタル (ENSIMM@ Ⅲ NEN Ⅲ RJA) > の 1 :122 は 33 行あ り、 25 行～ 30 行 (T 荏 ysi, ～ / 

Ⅵ Osmaasta ～ ) は省略され、 3 行ずつ連なっている 詩句は、 後半、 4 行の節に組み 直されている 

( Ⅰ 3 ～ 16.  17 ～ 20,  23 ～ 26)  。 

c)  クライマックス 

全体は 、 

1)  和声的 一 n  )  掛け声と pa ど tsol0 一一 

(Chorus) 

  f) 和声的 IV) 掛け声と 騰 n.solo 

となっているが 

音響的にも技術的にも 集中的なクライマックスは 無い。 1 から W は緩急、 中庸緩の流れを 作 

っている。 

1) 0 部分は 、 ハ aa,)B(bb,) のくり返しと 見倣 すことが出来 (A と B が問と答の様に 対を為 

し 、 最後に A で締めくくっている。 ) 、 旋律のピークとかリズム 上の切迫感は 特に無いが、 B から 

ばに繋がるところと、 がの最後が f で強調されている。 

瓜 aa,) 臥 bb,) A,(a"a",) B,O 竹 "") A"(a"") 

Ⅱ ) は 頭声による掛け 声に乗って ， 決 り テンポで流れていき、 音域も巾広く 一定であ り、 特に 

ダイナミズムに よ る変化もつけていない。 ここでも 川 aa,) 臥 bb,) のくり返しが 2 回行われた 

後、 要約された A で閉じると共に 次に繋がっていく。 詩句は [B] 昔でのみ歌われ ( 語られ ) 絶 

えずくり返される 掛け声と共に 昂揚感を っ のらせて い く。 同音上の朗唱は 、 恰も日本の読経に 

似てもいる。 

Ⅲ ) は 1 の部分と同様、 和声的に動いており、 3 行の詩句のうち、 短い 2 行に対しては 2 小 

節 X2, 長い 1 行に対しては 3 小節でまとめられ、 3 行ずつで AABB となっている。 A と B とで 

は際 だった対比は 無く、 強弱の変化も A が くり 返されるとき m/ が Ⅲ 仏 p になり、 B は 2 回とも 

mf@ で、 激しい差は無い。 

IV) は 騰 mpoI になって極めて 和声的で静かな 掛け声を背景に sol0 が畳々とした 旋律を歌い、 

愛しい人に呼びかけている。 この部分は卍でも 歌われ、 静かであ るが、 引き込んでいく ェ ネル 

ギ 一に満ちている。 後半は尹 曳ゅ でさらにゆっくりした tempo により、 不安定な和音の 持続の上に 

sol0 が浮遊した 昔 ( 主として [e)) で語り、 最後に再 び W の冒頭の旋律に 戻って別れの 詩句を 

歌って曲を閉じている。 

全体として旋律線や 強弱による強調された 部分は無いが、 1) から IV) へと、 それぞれの部 
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公 でくり返しを 経ながら 序 々 に内面的なエネルギーを 貯えていき、 最後は深い静けさに 吸い込 

んでいる。   

n]  響きの特徴 

a) 音階 ( 調性とその他 ) と、 その転調、 転 旋は ついて 

冒頭と最後の 部分が g 、 mol1 上で書かれているので g.mol1 の曲と言えるが、 必ずしも機能の 明 

瞭な調性としては 片づけられない。 

全体は 1) から IV) まで近親 調 により立体的に 仕組まれ、 I) g.moll づ n) Es-dur (g: の W 

度調 ) づ m) d.moll (9' の属調 ) づ IV) g.mol1 となっている。 

但し、 それぞれの部分は、 その中で微妙に 変化しており、 1) では平行調 め B.dur O 和声も 

含めると第 7 音がいつも半音下げられている。 また、 第 6 音も下げられ、 Moll.dur にもなって 

いる。 ) と 往来し、 終わりの方で g.moml に回帰する直前のフレーズでは C, Es から es, Ges とい 

った遠い調にも 触れている。 n) では同主調の es-mol1 をかすめ、 m) では平行調 め F,dur, 属 

調 め a.moln もかすかに顔を 出している。 IV) では g.mol1 に終止しているが、 不安定な変化和音 W 

メ 囲の長いフレーズが 挟まれている。 

民族的な旋律を 乗せ、 Dur, mol1 が共存している 1) Ⅱ ) f) は 、 むしろ旋法的であ る ( 和 

声化する為には 調性としての 把握が不可欠となるが ) 。 1) は G エ オリアであ るが、 最後の フ 

レーズのみ G 昔で終止しており、 他のフレーズは D 昔で全て終わり、 D 昔が中核になっている 点 

では ヒ ポェオリアと 言える。 B.dur の部分は B イオニア、 或いは第 7 音が半音下げられた 旋法と 

してみると B ミクソ リディアであ る。 

f) は d エ オリアを主とし、 a エ オリア、 F イオニア (H 昔により瞬時リディア 的・ 108 小節 ) 

に 度々 転施 している。 IV) は 9 上の導音として 第 7 音が半音上げられたドリア と見倣 せる ( 音階 

昔は旋律短音階そのものであ るが ) 。 
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又は B ミクソ リディア 

f) おやすみなさい 一 3) 一 1 

Ⅲ d づ a 円 d :ll Ⅲ F 円 d w :l1 

(IV 貧轄が 

dx オリア aX オリア d エ オリア F イオニア d エ オリア 

くリテ 。 ィア Ⅰ 

IV) ～ 3) 一 2 

9  づ (1V4* カ v さ ) づ Ⅱ 

9 ドリア 

D) では Es.dur の主和音 (Es 昔 ) のみ、 属和音のみの 息の長 い フレーズの交代に 両和音の共 

通音であ る b 昔のみで歌詞を 語らせ、 えいえいと和声を 伴ったかけ声を 乗せているというた 大胆 

な 手法によっている。 
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F@ 丑 

大枠は調性によって 構成されているが、 旋法と調性が 共存し忌の長いフレーズを 作っている。 

b) 和声的特徴 ( 和声進行の特徴、 緊張密度の濃淡、 偏り等 ) 

旋法的な旋律に 伴った和音は、 D. lur 、 mol1 をいったりきたりする ( 思い直しの出来る ) 和 

音が多く使われ、 副 三和音 ( Ⅱ ， Ⅲ， W, W) の使用が多くなっている。 1) に 払 いては導音 

のあ る V 度は滅多に現れない 3 。 

1) から IV) までそれぞれ 特徴があ り、 1) では、 a, a,, が， a", の小 楽節は 、 何れも同じ 

旋律構造を持っているが、 冒頭に関しては、 a, a,, a,,,, が 、 g.mol1 の 1 であ り、 a", a" は 1V7 、 

フレーズの最後の 和音は 、 a は g: V3 、 a, は B: Ⅲ 、 a" は B: I->1 。 7 、 a" は B: l づ VI, 、 そ 

して a" は 9: 1 で締めくくっており、 同じ内容の旋律に 対して微妙に 変化させている。 

a@ (g:@ I   v@ ) a'@ (g:@ I    B: m) 

a"  (9: Ⅰ   B: I 一 Iw)  a," (g:IV7 一 B: I 一 W6) 

aW  (g: I   I) 

b, b,, b", c(b") は基本的には B-dur で、 a ～ 、 "" の g.mol1 の平行 調 として対比しているが、 何 

  れも第 7 音、 第 6 音が半音下げられ Moll.dur となっており、 その moll と Dur の対比感は薄めら 

れている。 

全体としては、 特に b, からがにかけて 177 がⅠで強調され (16 ～ 17 小節 ) 、 最後のフレーズ a"" 

の 直前のフレーズ C (b") では es-moll, Ges-dur といった遠い 調にも達していて 響きの巾を広 

げている。 又 、 29 小節から 30 小節にっながるところでは、 V まづ 1 陀 ( し の   
は 平行移動をしていて 意外な印象を 与えている。 

Ⅱ ) では、 6 小節を 1 つの大きなフレーズとして ABABA, ( 最後のみ 8 小節となっている。 ) 

と A, B が循環しているが、 A と B はそのままバスの 主音と属音によるオルゲル フ ンクトの交代 

に 対応している。 

A は主音 (Es 昔 ) と属音 (B 昔 ) の完全 5 度によるオルゲル フ ンクトに、 D, 16, Ⅱ 6, Ⅲ ， 

代 1 等を乗せながら、 B は属音 (B 昔 ) 上に主として V, V7, es.mol1 の I9 等を鳴らしながら、 

男声合唱としては 2 オクター ヴと 5 度という広い 音域にわたって 、 掛け声により、 揺れ動く 昔 

響を作っていく " 掛留 昔、 経過昔、 転 過 昔、 といった非和声音によって 陰影もつけられている。 
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その中で b 昔のみによるバリトン ( パートソロ ) の朗唱が中音域の 持続音としてお 経のように響 

いていく。 Es (Tonic) , B (Dominant) による明快なバスの 交代の上に掛け 声によって鳴ら 

される和声の 変化と、 b 昔のみによる 語りで、 どよもす様な ( よく響く洞穴にいるような ) 不忌 

議 な音響が流れていく。 

皿 )  (Aaa,Aaa,Bba,Bb ガ ) の部分は 、 B-dur 上の第 3 音 mD 昔 ) を終止 昔 とする ェ オリア 旋 

法の旋律を、 d.mol1 として和声化し、 B における b の部分は、 B.dur 上の F 昔を終止 昔 とするイオ 

ニア ( 或いは B 昔が H 昔になってもいるのでリデイ ア ともとれる。 ) 旋法に、 F.dur の和声をつ 

けている。 ここでは、 d.mol1 の導音 (c 亜 l) , F,dur の導音 (el) がはっきりと 登場し、 調性感 

が 1 より明瞭に打ち 出されている。 しかも A の a では、 フレーズの後半、 a.moll (a ェ オリア ) 

としても捉えることが 出来、 転調 ( 転旋 ) している。 ， 

最も特徴的なことは、 A, A, B, B, の大楽節の最後の 和音がフェルマータを 用いて、 終止感 

をつのらせているが、 その和音は何れも 主和音、 属和音といったものではなく、 A では、 d.mol1 

の W 師力 で不安定な変化和音、 B では d.moll の VI ( 偽 終止的 4) といった 、 開かれ、 広がってい 

く感じのする 和音が置かれていることであ る。 

IV)  ㎝ aLaLAaa,Bbb ℡， aa") では g.mol1 ( 或いは 9 エ オリア ) の Dominant (V3 , V7) が支 

配的であ るが、 最後の和音は 、 g-mol1 の IV2( 囲で、 やはり開かれた 感じで投げかけられており、 

B では冒頭から g,moll の W2( 肝 ) の不安定な和音が 掛け声 ( 一 Ⅱ ) に現れた掛け 声と同じ ) に ょ っ 

て 鳴らされ、 その中に Ten お o10 の裏 声による高音域 fl, el が浮遊した音として 加わり、 全体と 

しては霧の中の 影 ( シルエット ) の様な効果を 作っている。 この IV2.% め ・に f', e' が 加わった 

和音は、 きつい不協和な 響きではなく、 Vo, V 。 g の響きと同じであ って、 全体は温かい。 

そして Dominant に 収 敬されていく。 Ⅰゆで演奏されるこの 部分は、 この曲全体の 内的な クラ 

イマックスになっている。 再び A に戻るが、 この大楽節の 最後で初めて 主和音が鳴らされてこ 

の曲は閉じられる。 ( なお、 123 小節、 127 小節に出てくる e1 音により、 ドリア旋法に 一瞬導か 

れている点も 注目したい。 ) 

c) 鳴り方 ( 音響 ) の特徴 (% 高の 中 、 広がり方、 バランス、 ばらつき等 ) 

1) , fmm) の部分は、 男声合唱の標準的なスケールの 中で和声的に 作られている。 

D) 0 部分は極めて 特色があ り、 スケールの小一 Es から b1 の 2 オクター ヴと 5 度に渡る掛け 

声が、 蠕動運動の様にうごめきながら、 えんえんと続けられ、 その中を b 昔のみによる 愛の言葉 

が、 お経の様に語られている。 一種、 読経の洸 惚 状態すら思わせる 雰囲気を作っている。 

IV) は D) の 要素と 1) , m) の 要素を合わせており、 掛け声に よ る豊かな且 つ あ や うい響 

きを作り、 その響きを背景として、 やや悲しげな 愛の旋律が 、 朗々と流れていく。 

男声合唱という 限られた狭いモノト 一 ン の音色の中で、 シンフオニックな 効果と、 s010 との 

対比によって 、 ぽかしとシルエットによる 陰影のあ る墨絵風な音響空間を 作っている。 
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Ⅲ 線的 ( 対位法的 ) 特徴 

りュ ニゾン、 和声的、 対位法的 ( 付声によっているか、 声部の役割等 ) 特徴及びその 混じり 具 

合 ( 比率 ) 等 

Ⅱ ) と IV) が掛け声による 和声と solo (partsolo 一 Bari ぬ ne,Ten.) により特徴的であ る。 

Ⅱ ) では、 掛け声により、 音域はほ ほ 一定であ って恒常的であ るが、 和声と線が共存して い 

て、 和声は絶えず 揺らされ蠕動運動している 様に ぅ ごめいている。 その中で Baritone が b 背上 で 

リズムを刻むだけで 棒のように語っていて、 それらが一体となって 、 明るく乾いてはいるが 呪 

文の様な生々しく 有機的な時間経過を 作っている。 

IV) では、 後半に一つの 不安定な和音 IV2G 囲の長い持続に、 浮遊する様に 歌われる sol0 との 

関係が 、 霧の中をシルエットが 動いていく様な 不思議な効果を 作っている。 単に和声的とは 言 

い 難い Atmosphere を作っているのは、 単一和音の持続であ っても、 それが人声の 集合によると、 

言葉の発音の 変化、 息使い、 ダイナミズムの 微細な変化等で 有機的な生命体としての 勤 めきを 

持っていることが 作用しているからだと 思われる。 旋律練も 1) , fmm) , IV) は関連性があ り   

特徴を持っている。 

1) の 最後のフレーズ (A" 、 ， ",) の後半、 締めくくりの 部分が、 皿 ) B の後半のフレーズ a" に 

現れ、 さらに IV) の A の後半のフレーズ ( ガ a") にも現れていて、 旋律的な韻を 踏んでいる。 

m) の A の後半 (a,) も殆ど同じ旋律であ り、 a, が a" に 変化したものと 見徴 せば、 Ⅲ ) 及び IV) 

の A の後半は 、 全て同じ旋律によって 韻を踏んでいることになる。 

万ネ Z づ泡 げは 庭席 ) 

/r /, イ Ⅰ ～ 化 舵 ⅠⅠ d ， Ⅰ 

I)  A(a,  a')  B(b,  b')  ムノ (a",  a'M,)  BYb"c,  (b"' 》 A"( 三 W)  g,moll  (9 エ オリア ) 

Ⅲ ) A(a. ( 穿 )  A(a.(a') B(b, a") B(b. a") d-moll (d ェオ " リア ) 

IV) 瓜 a, 凄 )  Ⅲ a, も， )  臥 b, b,)  瓜 a, 守 ) g,moll (9 ェ オリア ) 

(* 部 旋律上の韻 ) 

1 Ⅵ まとめ 

( 楽曲構成 ) 

全体は大きく 四つの部分に 分けられ、 それぞれは ( カンテレタル ) から採られた 3 篇の詩に対応 

しているが、 3 つ目の詩は二つの 部分にまたがっている。 四つの部分 1) ～ IV) は、 おおよそ 緩 

(Rauhallisesti 一平和に 、 静かに ) , 急 、 (Keveasti 一 軽快に ) , 中庸 (Reippaasti 一 嬉しそうに， 

元気よく ) , 緩 ( Tempo I ～ Hitaas 廿一 ゆっくりと ) となっていて、 静かに始まり、 速くなり、 
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中庸になって 又 、 元の静かさに 戻り、 さらに遅くなって 終わっている。 又 、 旋法的な ( 或いは民謡 

風な ) 旋律につけられた 調性も、 1) 一 g,mol1, Ⅱ ) 一 Es.dur, Ⅲ ) 一 d.moll, rV) 一 g.molU とな 

っており、 主調 っ V[ 度調づ属調づ 主調の変遷は、 W 度 調を S 機能に見立てると、 T づ S づ D づ T となっ 

て、 tempo の設定と相 挨 って 、 極めて構築的な 骨格を備えた 小品ということになる。 

拍子、 リズムの点から 見ると、 1) は終始、 安定した 2 分の 2 拍子。 n) は軽 ，夫な 2 分の 3 拍子 

で、 しかも 3 小節フレーズで スケ ルツァンド風であ る。 Ⅲ ) は 基本としては 中庸で、 2 分の 2 拍子 

であ るが、 フレーズ ( 大楽節 ) の最後が延ばされた 形で 2 分の 3 拍子になっている。 従って絶えず 

語りかけ、 問いかけを重ねている 格好になる。 

IV) は語っている 様であ り、 2 分の 5 拍子で 2 小節によるフレーズ、 続いて 5 拍子と 7 拍子の フ 

レーズでまとめていて 自由リズムに 近い。 さらにが遅くなってからは、 一応 2 分の 3 拍子で書かれ 

ているが、 拍があ るのみで最早、 無 拍子といってよい。 再び 5 拍子 2 小節のフレーズ、 5 拍子 1 小 

節 、 7 拍子 1 小節のフレーズで 終わっている。 

ダイナミズムは、 1) では 2 度 / が 出てくる他は、 dolce で m クが 基本。 Ⅱ ) は 速い tempo ではあ る 

が 、 夕汐 ツ から自然にふくらむ 程度。 f) では m/ と mD, D の対比の衡 ま RMy で通し、 最後にやや強くな 

っているだけ。 IV) では pp, さらに ppp ゅで 全体は秘やかであ る。 

曲全体として、 荒々しく 帆 えるところは 一つも無い。 

これらの要素を 総合してみると、 1) ～ IV) はそれぞれ異なった 様相を示しながら、 組曲、 或い 

は多 楽章のソナタの 様に組み立てられている。 しかも 1) と Ⅲ ) が 和声的手法で、 Ⅱ ) と W) は 掛 

け声と (pa れ solo,Ten.sol0) によっていて、 互いに呼応しており、 しかも W) は、 D) の 要素 (S010, 

掛け声 ) と 1) , Ⅲ ) の 要素 ( 旋法的旋律、 和声的であ ること ) を包含していることによって 、 弱 

昔による語り 風であ るにも 拘 わらず、 終章としての 説得力を持っている。 

( 和声的 ( 響き ) の観点 ) 

旋法的な旋律を 短音階、 長音階として 捉えて和声化しているので、 副 三和音の使用が 多いこと、 

Dur, mol1 も共存的で、 機能感は多少あ いまいになっている。 1) では各々の 小 楽節の終わりは 最 

後を除いて、 いつも第 5 音 (d') であ るが、 その 度 毎に異なった 和音がつけられていて、 (B, の げ， 

c は同じ和音であ るがくり返しの 多い楽想に微妙な 変化を与えている。 B, の後半 C では、 遠隔 調 (es, 

Ge の もさり気なく 登場し、 古典的な和声の 枠をはみ出している。 f) も 和声に関してはほ ほ 1) 

と 同様であ るが、 導音の使用が 度々あ って調性感は 1) 上りはっきりしている。 但し、 ここでは 大 

楽節の最後の 和音が不安定な 変化和音 (IV ㌔が ，や W 度で、 旋律はフェルマータもついていて 終 

止しょうとしているが、 開かれた感じを 持ち、 問いかけられ、 投げかけられて い て独特なフレーズ 

感を醸している。 

1) と nU) に対してⅡ ) は 全く異なり、 Es,dur で大きく交代する Tonic, Dominant のバスの 保続 

背上に 、 種々の和音 (D, 16, Ⅱ 6, Ⅲ， VIU) を 、 掛け声によって 蠕動運動で ぅ ごめく様な 、 響 

きと線を合わせ 持っ有機的な 音響空間に作出している。 しかも Es 昔から b 、 背進 02 オクター ヴと 

5 度に渡る広い 音域の掛け声の 中程、 b 昔のみで語句を 刻んでいくといった 一種呪文の様な 時間の 

持続になっている。 ここでは響きの 運動性が特に 際だっている。 

IV) ではⅡ ) ほどではないが、 和声進行を掛け 声により、 静的なものでは 無く 、 揺れ動くものにし、 

その中を畳々として Ten.sol0 が語っていく。 特に後半は不安定な IV2(* めの和音が掛け 声の持続によって 

唱えられ、 その中を Ten.solo の f        1 昔で溜息の様に 語られるところは、 霧の中のシルエットの 様 
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な 効果があ り、 響きは拡散的であ るが、 吸引力のあ る最も神秘的な 箇所となっている。 

掛け声の和音 (1V,( 甘 ， ) ) と 全体のト一 ンは 明るすぎず、 暗すぎず、 湿り気も多少あ って、 北欧の 

気候そのままの 雰囲気 ( 響き ) の中で素朴な 言葉による愛が 語られていく。 

D) 及び W) の 掛け声による 和声の演奏方法は、 その揺らぎ ( ℡ laa の発音による ) により、 響き 

が 有機性を帯びるというユニークなもので、 形を変えてシベリウスの 他の作品に顕れ、 特徴づけて 

いるものの一 つ であ ろう。 

( 線と リズム ) 

1) と Ⅲ ) では和声的であ り、 D) と IV) は和声的背景と sol0 という様に大別出来る。 1) , m) , 

IV) は旋律形にそれぞれ 特徴があ るが、 特にフレーズの 納め方は 1) は 第 5 音、 Ⅲ ) , IV) は主音 

と異なっている。 Ⅱ ) は 背景の和音が 旋律も兼ねているが、 主役はむしろ 同音の持続による 一本の 

直線であ る。 

r) ～ IV) の特徴は 

1) 旋律線は第 5 音 (d') を軸として a (a, ～ a") は正行形、 b (b, ～ c(b",)) は 下行形で対をなし 

ている。 

も （ 

  ガ " 

(a ～ a") ①～ c 億 "")) も 大旨 a,b を踏襲しながら 波の様に重ねている。 (aa, 一 bb, 一が a" 一 b"c 一 ","") 

Ⅱ ) は 広い音域が恒常的に 鳴らされる中で、 和音の T, D が交代している。 その中を一本の 軸の 

様に b 昔による語りが 走っていく。 

  了   ---- コ 
Ⅲ ) 前半 (A) と後半 (B) が対をなし、 A の音域は高く 、 B はそれを低音域で 受けている。 

AL@)     -[d め り 

ノ Ⅰ 

緩 / 
メゴ 

乙 

3( も ) が       ( 仕 ") 

/ 

c' ア 
Z 

IV) 和音を背景に 起伏のあ る旋律 (A) が、 同音によるささやきの 様な旋律 (B) を挟んでいる。 

A Ⅰ ん ) 

<St ， @ >-/@ "'@,@@@@, ぷ ( め 

比 Ⅰ 

( ㏄ ") a* 毛 戸ぜ ～ ゥ，   一 
め   
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1) から IV) まで何れもシンプルな 旋律であ るが、 線のみの構成法も 異なっていて 対比的であ る 

と同時に関連性 ( フレーズの納め 方やⅡ ) と IV) の同音上の語り 等 ) もあ る。 1) と Ⅲ ) 及び IV) 

の A の a と a, の 在り方はカレワラの 間 (statement) と答 ㏄ esponse) 或いは、 歌唱法 ( 二人歌唱法、 

コーラス歌唱法 ) を発展させている 様に思われる。 

リズムに関してはⅡ ) 02 分の 3 拍子による 3 小節フレーズが、 3 拍子が 3 小節でまとめられて 

いるので複合拍子 (9 拍子一 3+3+3) の様な揺れを 生んでいる。 それに語りのリズムが、 とこ 

ろどころシンコペーションを 伴って微妙に 変化し、 それが絡むことにより 躍動感を醸している。 

f) は 2 分の 2 拍子が基本であ るが、 フレーズの最後に 現れる 2 分の 3 拍子は、 語句の結びの 言 

葉を自然に引き 延ばしただけで、 変拍子の突飛さは 無い。 IV) に於ける 5 拍子、 7 拍子も語句の 語 

尾が自然に延ばされ、 それを繋いで 2 拍子、 3 拍子を合成 (2+3, 2+2+3 等 ) したもので、 

変拍子の鋭さは 無く、 自由リズムに 近くなっている。 ( 例えばグレゴリアンの 様に ) 。 

およそ 7 分 ( 1) 1 分Ⅱ ) 1 分 Ⅲ ) 1 分 1V) 4 分 ) の曲であ るが、 楽曲構成、 和声、 綜 、 リ 

ズム それぞれの要素が 1) から IV) まで変化に富み、 さらに関連づけられ、 素材 ( 旋律 ) の素朴 さ 

を 充分支えながら 構築している。 

既に ( カンテレタル ) の内包する要素を、 西洋音楽の伝統的な 構造の上に、 要素として 咀鳴 し 、 

組み立てていることが 伺える。 

シンフォニーや 組曲の構成要素を 備えていて、 その凝集された 中味は実際の 時間を遥かに 超えて 

迫ってくる。 その謎は 、 一つぼは時の 往来 ( 歴史的過去、 現在、 未来による ) を聴き手に催させて 

いるからではないだろうか。 

Ⅱ シベリウスの 民族音楽研究について 

カレ ワ ラ 的 世界との 避遁 によりシベリウスの 音楽語法は確立してゆくが、 何故 ( カレワラ ) に行 

きついたかは、 それなりの必然があ り、 タ グア ッシェル ナ の指摘は暗示に 富んでいる。 いわゆる 20 

代 前半の勉学時代に、 ピアノ や ヴァイオリンの 演奏に加えて 作曲の勉強を 開始したが、 その中で グ 

リークのヴァイオリンソナタをモデルとして 作曲した同じく F.dur の曲で、 彼はグリークの 曲から 

民族的要素を 鋭敏に感得し、 ペンタトニックや 1,17 に六度の付加された 和音の使用、 上拍の欠如 

した トロケイックのくり 返しによるフレーズ、 右手のアルペジオで 鳴らされる和音もカンテレ 風で 

あ り、 五度の範囲で 行われる 執 物な一本調子のフレーズのくり 返しは古代的な 性格を強調していて、 

グリークを 範 としながらフィンランドの 民族的特性の 徴候を示している 6 。 

後年ベルリンへの 留学の時には リヒ アルトシュトラウスの ( ドンファン )  ( 交響詩 ) カ ヤヌスの 

交響詩 ( アイ /) を経験し、 ヮ 一グ ナ 一のオペラも 彼に強烈な印象をもたらした。 それらの曲との 

出会いの中で   ( カレワラ ) の存在が意味を 持ち始め、 ウィーン留学中は J. シュトラウスのワルツ 

を 取り込み、 ブルック ナ 一の 3 番のシンフォニ 一の経験が彼に 大きな示唆を 与えたが、 この時期、 

カレフラの神話の 世界に没頭している。 他方、 手紙に書かれたウィーンの 芸術に囲まれた 中での夢 

想、 一彫刻と音楽が 混ぜ合わされた 新しい形式を 夢みている一という 言や彫刻の持っ 三次元に時間 

を 加えたいと望んだこと。 或るインタビュ 一に、 一 彫刻の方が絵画よりいつも 訴えてくる一と 答え 

たり、 後にべルリンの 展覧会を訪れた 折 、 一唯一、 古代のギリシア 彫刻だけが真実なるもので、 不 

思議とその彫刻は 私を魅了する。 と書いていて 6 、 タ グア ッシェル ナ の言 う 通り、 彼の考え方の 本， 性 

が 垣間見えてくる。 
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この見解はシベリウスの 音楽及びその 造形性のあ り方を予見させる 非常に大きな 着眼であ り、 彼 

0 作品を捉える となるであ ろう。 

そしてウィーンから 帰郷後、 歌手のラリン・パラスケ 女史と知り合い、 又、 カレワラの地を 旅し、 

古い民族的旋律を 採譜している。 その実際は、 Op.7 の ク ソレル ヴオ 交響曲の作品に 深く投影する 

形で現れてくる。 

シベリウスの 口承 詩 に対する視点は、 ヘルシンキ大学で 行われた 1896 年 m1 月の講演 7 に要約され 

ている。 その中で強調されている 三つの点は、 「 1) 民族的で朗唱風の 旋律は、 自然発生的なもので 

あ って、 現代の作曲家 達 が人為的、 理知的に和声化すべきではなく、 それらの民族的精神に 浸った 

者のみが、 直観的な正しい 和声化と適応性を 獲得出来ること。 二 ( 素材主義ではなく、 その民族の 

生活、 思想の中で捉えること ) 

2) 音階は五音階で 典型的なものは、 短音階上の 5 音、 D 一 E 一 F 一 G 一 A で、 この音階は強制的な 

終止はせず、 旋律とフレーズはその 5 音の何れの音にも 終止出来、 別の調と関係する 和声づけによ 

って陰影をつけることも 出来る。 さらにいくつかの 旋律では、 五音階は上方に 張った刺繍昔の 様に 

B,C 昔 と広げられ、 5 つの音の関係は、 補足的に 5 度下の五音階 G 一 A 一 B Ⅲ 一 C 一 D を包含する。 

3) くり返しの多いけ レ ワラ ) の朗唱による 旋律 (runemelodies) は、 静的ではなく、 歌い手は 

それらの哀調あ る循環を、 即興的に、 自分のものとして 変容していく。 この形に最も 近い芸術音楽 

は 「主題と変奏」であ る。 (1890 年に記述されている。 ) 

この時期、 以上のことを 踏まえて新しい 語法の公式化を 図っており、 それは強烈に 個性化した、 

非伝統的な和声の 扱い、 旋律、 オーケストラの 音色、 音楽の流れ方等を 通して、 生きいきとした 極 

めて原始的な 効果と向かい 合って、 人間の深い真なるものを 明らかにすることを 求めながら、 逃げ 

場 のない苦闘をしていた。 」 (J. ヘポコスキ ) 

Ⅲ 口承 詩 (runeme@odies)  の Op.18.  0p.14 への投影 

く カレワラ ) の形は年代を 異にする数種の 詩歌から成っているが、 対句法 (paralleliSmi 同一内容 

が異なる表現で 重ねて表されている。 ), 反復法 (tau ぬ lo 目 a 同義語を繰り 返し用いて意味を 強めて 

いる。 ) が 見受けられる 8 。 

歌唱法には二人歌唱法、 コーラス歌唱法、 単独歌唱法があ り、 二人歌唱法では 主唱者が一行歌 う 

と 相手方は三音節唱和して、 さらに続けてその 詩 全体をくり返して 歌 う 。 その際、 短い 語 (on.,. で 

あ る、 han, Pa. ‥強めの接辞、 Samon" 同じく 等 ) を 挟むこともあ る 9 。 

実際の詩に当たってみると 2 行、 3 行、 4 行等の節に分かれるものや、 分かち難く続いているも 

の等あ って特定し難い。 

a)  歌唱の実際の 分析とシベリウスの 作品への投影要素 

シベリウス自身、 1895 年に民族学者の L ゑ hteenkorVa (Borenius) とフィンランドの 民族的な 

節を選択し編集している。 ( 実物はないが Boremius が採譜したものは 辞典に載っている。 (THE 

NEWGROVEDictionaryP.321) 又 、 シベリウスの 採譜は一例だけ E.Tawasts 句 erna: 鱗 belius I 

P.98 に載っている。 

例 として把握する 為にへリテージ (CD) より何曲 か 採譜 し 、 言葉と旋律について 調べてみる。 

1)  リズム。 拍子 2) 旋律 ( 音域等 )  3) 形態 solochorus 等 
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runo ( 口承 詩 ) の言語のシラブル ( 母音 ) が延ばされてもいいもの ( べきもの ) 、 延ばしては 

いけないものについては 掌握出来ないが、 旋律化されたものには 長短が生じ、 リズムに乗っている 

ので、 それによって 分析を試みると 以下の様なことが 見えてくる。 

X フレーズの最後はトロケイックであ るが、 倍に延びている。 一 " Ⅰ 甘 む け Ⅰ rr 
X 変拍子が生じているが、 この変拍子はギクシャクとした 刺激的なものではなく、 ゆったりとし 

た伸びやかな 感じを与えている。 そのことは、 省略ではなく 引き延ばされることによって 生じた 変 

拍子であ るからであ ろう。 

強弱四本格から 成る詩を、 実際どのように 歌唱してたかを 録音されたものの 中から、 採譜してみ 

ると下記のようになる。 

採譜例 (TheKAM 』 EVALA  一 Heritage  CD 一 ONDINE による ) 

(2) ValnamolsSenpolvenhaava WamnamolInensSWoundedK 缶 ee) 歌手 AnmlTemlsova, 録音年 1952 

(3) Kokkovlrsl (EagleSong) 歌手 MauraVa も anen, 録音年 1961 

三年 轟 上田理 9 拍子 (3  千 4  +  2  ) A       

(4)  ㎏ mmink 柿 nen  歌手 Iivana  H 五 k6nen,  録音年 1905 

5 拍子 (2+3/  3+2) 
ほ 諦 聴取 朋 
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(10) OUam Ⅰ ssa (Home 一 com Ⅰ ng) 歌手 VeeraKo ど honen, 録音年 1967 

Ⅰ - di-Vol he ot - ね -m Ⅰ - h Ⅰ 

5 拍子 (3+2) 

  一 2 ソ 1 7 一 1 81 〒 崖   圧 
2 9 

今 
2 9 

(11)@ La@Lahen@lapi@kylaisen@ (I@set@off@Through@the@Village)@ @@Tatjana@Jegorov@ja@ryhma, 

録音年 1937 

Ⅰ 0 
6 拍子 (3+8) 

(12)  Laht0 ㎡ rsi  (Depa れ ing  S0ng)  歌手 血 lna  K ㎡ s00 ，録音年 1937 

  - sJ ヰ 0 Ⅰ -mee - on vl - vu - % Ⅰ v Ⅱ - ヰ @ ヰ 0 Ⅰ -m Ⅰ le - on vl . vu - % ヰ Ⅰ 

8 拍子 (4+  4) 

  2    l@@22ffB 
  2  2 

(13)  N 荻で Yim!Slaulu  (Leg 一 pullingSong)  歌手 ValpunVoht 荻 Jaryhm 仮 ，録音年 1937 

笘 01o cll0 甘 1%   

  
1l 、 lCuu  -  ven  ku 、 陣叶 kka  on  vyo  -  t@a  kuu  ,  ven@  ku. 邨 a. は a  on  vyo  .  № 

Ⅰ   O 6  拍子 (2  4,4  ) 

(14)  Neuvokki ㎡ YS 土 (CounsellingSong)  歌手 V 荻 lpunvoh も aja 揺 yhm ゑ ，録音年 1937 

宙 0lo 
㎞ " 

   
 

Oi vft 7 vy vo ・ vy ， jy ・ vc - ni 
        !. 二空五頁 -  0@  Vp  、 Vy  Va  ,  Vy  -  %  ,  Ve  - nt 

2  Ⅰ 

4 拍子 
血 1 

      
り   
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8 拍子又は ヰ 拍子 

(16)@ Hoz@mie@itken ， hoz@mie@laulan@ (Through@I@Cry@and@Through@I@Sing) 

歌手 MariValte Ⅱ a  ryhma,  録音年 1937 

ion@ pai@ -@ va@ ・ ni 

8 拍子、 4 拍子 

旦 '" 
8  1 

(17)  ℡ 1 廿 Ⅰ 荏荻 yk5iymp 丑 Ⅲ k6  (J0in  in  荻 RingA ㏄ⅠⅡ ld)  歌手 V 田 p ℡ iVohtaJa げ hm 荻 ，録音年 1937 
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*l)  調 ( 調号 ) は絶対的なものではなく、 音源に最も近い 調として選んでいる。 

*2)  リズム、 昔も絶対ではなく 近似であ る。 

*3)  ( け Kantele 畑 mniK Ⅰ I0 は 1922 は非常に即興的で 聴取しにくく 割愛した。 

リズムは、 言葉の母音が 延ばされたり 畳 掛けられたりして 2 拍， 3 拍にまとめられ、 単位とな     

連なって拍子を 形成している。 拍子は 4 拍子 (2 拍子も含む ), 5 拍子 (3+  2 2 十 3), 6 拍子 (3+3, 2+4), 7 拍子 (2 

+3+2, 2+2+3), 8 拍子 (4+4), 9 拍子 (3+4+2) 等、 様々であ るが、 5 拍子、 7 

拍子、 9 拍子といった 変拍子に特徴があ り、 リズムフレーズの 最後は 、 大抵、 昔価 が長くなって 2 

拍で念を押したよ う にして区切りをつけている。 

旋律は 、 前のフレーズが 、 問いかけの 半 終止のように (statement) 、 後のフレーズでは、 それを 

受けて納めている 億 esponse) 。 これらのフレーズを 何回も繰り返して、 その上に言葉を 運んでいく 

が、 少しず つ 変化 ( 変奏 ) されている 10 。 

音階は完全 5 度内の五音によることが 多く Dur 、 m0 Ⅱ 7 町れもあ るが、 四 昔によるもの ( テトラコ 一 
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ド ) 、 ペンタトニック、 ヘク サ トニックもあ り、 フレーズの中で 転 旋 していると思われるものもあ る。 

終止 昔 もいる い ろで、 終止の仕方も 下方から終止昔には い るもの、 上方 3 度、 4 度から終止昔に 

は い るもの等が見受けられる。 

頭韻 や 、 脚韻をことさら 誇張したり、 特別の意味を 与えたりはしていないが、 脚韻については 終 

上音ないし核となる 昔を倍に延ばし、 同音で刻んでいる ( トロケイック ) ことが多く、 変則的な フ 

レーズ や 変拍子の要因となっている。 

Ⅳ Op.48. 0p.14 に於ける 詩 との関係について 

特に a) 韻 ( 脚韻 ) とその影響 b) リズム、 フレーズの特徴 の 2 点について見ていく。 

Op.18 一 1  Sortunut  材 n@  (Kante@etar  l  : 57) 

a) 脚韻とその 形菩 

m 半 で [ ま SUU 「 en, SO Ⅰ 1 且且，                                       VllaSl, 一                             で、 最後のシラブルは 、 

一処，一処， と 一旦， 一亜 ，一旦，一正となるが、 ともに行末の 言葉に、 4 分の 5 拍子の後半の 

2, 3 拍分の長さが 与えられ、 8 分音符、 4 分音符で同じ 高さの音を刻んでいる。 

後半、 ⑦⑧⑨の 3 行の行末は、 suuren, sorian, alenti, で前半と同じ 扱いが為されている。 

次の⑩⑪⑫は、 それぞれ異なり、 ⑩の juokse, は 2 拍にわたり、 附点 4 分音符と 8 分音符で同じ 

昔を刻み、 ⑪の vil 匁 a は、 8 分音符 3 つで刻んでいるが、 頭の音が半音低く 後の音 2 つは 同音にな 

っている。 ( 但し、 騰 n.I 以外 騰 n Ⅲ， Bar.Bass. は同音 3 つ。 ) ⑫の lailattele, は 3 拍を附 点 4 

分音符と 8 分音符 3 つで同音を刻んでいる。 ⑬⑭行は①②と 同じ 語 、 suuren,soiran, で ポ uuren, 

は 8 分音符 3 つで 刻んでいるが、 前の 2 つと 3 つ目の音では 和音が異なり、 それぞれの声部が 昔 

を変えている。 ( 主 旋律は一つ目の 音から 4 度上付して、 次の 2 つの同音を刻んでいる。 ) 最後の 

行 であ る⑭行の sonian, は同音を 2 拍にわたり 3 つに刻んでいるが、 8 分音符 2 つと 4 分音符 1 
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後半は 3 行までは d' 昔であ るが、 次の 3 行は e 、 ， 丘 sI, 9, と 上昇して高まっている。 次の行 

は 最も高い 昔 b 、 昔を含むフレーズを 9, 昔で受けて納め、 最後の行は 、 再び d, 昔になっている。 

にの背景の和音は B.dur の I 度で、 不完全終止となっている。 ) 

フレーズの最後が、 同音で 2 拍、 3 拍の長さを与えられていることで 引き延ばされて、 尾を引 

い たような穏やかな 感じとなり、 独得の旋律になっている。 
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フレーズの最後が、 同音の 4 分音符、 又は 3 速 符で 刻まれることが 多い。 

ゆ
り
 

Ⅰ
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吃
 

b)  リズム、 フレーズの特徴 

中庸の tempo の 2 分の 2 拍子で、 一拍が、 二分割、 三分割されることによって、 言葉は自然に 

運ばれている。 ( レシタティーボ 風でもあ る。 ) 

言葉の扱い方は、 線的特徴と関連するが、 sol0 の主になる声部が 歌詞を運び、 響きを担って い 

る 声部は強調すべき ( したい ) 言葉を畳んでいる。 

Op.18 一 3  Venematka (Kalevala ， 40: 1 -16) 

a)  脚韻とその影響 

各節 6 行のうち 3, 4 行、 5, 6 行に放いて脚韻があ って、 それぞれ以下の 様であ る。 

1 (3, 4) p 俺 sta, kuulu ㎡ lt 旦 

(5, 6) ves 里 ， lamneh 旦 

n@ (9.@ 10)@ merella ， lainehilla 

(11, 12) parempi, laatuisampi 

f (mm l4. 15. 16) maaves 里 ， suoves 旦 ， ves 里 

(17, 18) ves 旦 ， lamneh 里 

Ⅲは 14 行から m7 行まで 皆 、 同じ韻であ り、 同じ内容の音楽であ る 1 とⅢに 掩 いて、 1 の 5 行の 

ves 適 ，Ⅲの m7 行の ves 遼の 2 箇所を除いては 全て 8 分音譜が一般の 中で同音の 4 分音符が与え も 

れている。 

b)  リズム、 フレーズの特徴 

大体は 、 一つ一つのシラブルが 8 分音符にのせられ、 フレーズの最後では 4 分音符で畳み 込ま 

れている。 さらに 4 分の 5 拍子の 3 拍 目は W6 分音符に細分され、 動きによるアクセント ( 変化 ) 

を 作っていることが 多い。 ( 下図 (1)) 

行 

  

5 拍子は、 原則として言葉の 割り振りに従って (2+3) 或いは (3+2) に分けられ、 大方、 

8 分音符で刻まれるが、 4, 5 拍 目は 4 分音符が与えられ、 リズム的な韻を 踏んで畳み込まれて 

いる。 
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各行は一つのフレーズ (5 拍子で 1 小節 ) にまとめられているが、 ⑤⑥ 打 と⑰⑱ 行 ㎝及びばの末 

尾 ) は 3 拍子中 5 拍子と変化づけられ、 二行で一つの 大きなフレーズを 形成しでいろ。 ( 上図 2)) 

Op.18 一 4  Saarella  palaa  (Kanteletar,  I  : 186) 

a)  脚韻の影 田 

最初の行①と 最後の行⑩は 情景を述べている。 ②から 2 行 つ っ脚韻を踏んでいるが ( ②③～ ti, 

④⑤～ 而， ⑥⑦～ la) それがそのまま 問 と答になっていて、 ② ， ④ ， ⑥は問、 ③ ， ⑤ ， ⑦は答で、 

3 回の問答は殆ど 同じ (1,2 回は同じ ) 旋律で、 フレーズの最後は 、 問は ( び /), 答は (r r) 

と リズムによる 韻を踏んでいる。 

b)  リズム、 フレーズの特徴 

4 分の 4 拍子であ るが、 Vocalise の部分「 A 」と問答のリズム「 B 」をバスの 保続昔が 乗せて 

いる。 いわば「 A 」、 「 B 」の二つのリズムパターンの 交代によって 出来ている。 

  
Op ， 18-5 Metsamiehen laulu (A ， Kivi) 

a) 韻 とその影響 

5 行が 節 となり、 6 節あ る。 脚韻は各部少しづつ 違っており、 特定出来ないが、 むしろ頭韻に 

は 規則性があ って、 5 行のうち 2 行 づつ 同じ韻を踏み ( 但し、 5 節は交 韻 になっているが ) 、 5 

打日 は 1 節の kumn 以外、 ]a で統一している。 

6 節、 全て 、 1 ～ 4 行までは各シラブルが 2 拍子の半 拍に 対応し、 8 分音符を割り 当てられて 

いるが、 5 行目の頭の語 (kuin, ja の 2 話 ) は接続詞であ って 、 前の小節の最後の 後打ちの拍にく 

い 込んでおり、 さらに 1 行のみで 4 り 、 節 (1 ～ 4 節の倍の長さ ) を与えられている。 従って 各 節 

の最後のフレーズ⑤ ， ⑩ ， ⑮ ， ⑳ ， ② ， ③は、 4 分音符 づ 2 分音符 と昔価 が長くなり、 広々 と盛 

り 上がっている。 

b)  リズム、 フレーズの特徴 

拍子は軽快な 4 分の 2 拍子。 カレワラ特有のトロケイックの 生きいきしたリズムに 全てのシラ 

ブルが乗らている。 5 行田 は 1 シラブル当たりの 長さが倍になっている。 大きく 5 行により作ら 

れたフレーズが 調の循環を伴った 対を作っている。 その対が 3 回くり返されている。 
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印象的で、 ①行の Tuonen が⑬行に 、 ②行の出 ell,on が④行及び⑦行の 頭に。 1 節の②③行の 出 ell,on, 

sinnepa,  4 節の⑪⑫行の kultakehdoss, kuullella,  5 節の⑭⑮行のぬ akana 、 kaukana 等、 他 

にも至るところ 同母音がちりばめられて 呼応している。 

詩は各 節 3 行のうち、 前 2 行は 8 分音符 (8 シラブル ) をつくり、 3 行 目は 9 音節 ( 最後の長 

母音を含めて ) となっている。 これに対して 音楽は 、 1 シラブルに 4 分音符が対応し、 2 拍子に 

なっているのが 一般であ るが、 各節 03 行 目は 3 シラブル X2 を 1 小節に納めている。 従って 3 

連符で 2 拍となっている。 

b) リズム、 フレーズの特徴 

拍子は 2 分の 2 拍子で Lentoassai でとてもゆっくりした 流れを作っている。 そして 1 回目と 3 

回目の A では、 1 小節目、 2 小節目にフェルマータがあ り、 恰も 2+3 の 5 拍子の感があ る。 印 

象 としては、 2 拍子としての 強弱のアクセントは 無く、 3 行日の 3 速符 のなめらかさと 共に拍 だ 

け 刻まれた 無 拍子、 或いは自由リズムに 近くなっている。 

又 、 各行、 フェルマータが 付いて引き延ばされ、 どの行も最後のシラブルが 延ばされている。 

6 小節目、 12 小節目のフレーズの 最後は、 最後の 2 つのシラブルに、 それぞれ 1 拍分 (2 分音符 

1 つ、 又は 4 分音符 十 A 公 休符 ) の長さが与えられている。 最終小節では 附点 2 分音符と 4 分音 

符が フェルマータで 届け 存分延ばされている (maail 一 ma. づ )@ 0 

A  (6 小節 ) B  (4 小節 ) C  (2 小節 ) とも、 一応終止しながら、 尾を引いた様にして 言い切 

らず、 次のフレーズを 呼んでいる。 6->4 つ 2 小節と要約されたフレーズが、 終止感を持ちなが 

ら 連続するゆっくりとした 波の様な効果を 生んでいる。 

Op.l4  Rakastava 

a)  韻の影響 

3 篇の詩とも 阿 行にもわたって 、 問いかけだったり、 例えだった り いであ ったりで語調が 

同じであ り、 脚韻もそれに 沿って同じであ る。 

1) では 2 行でまとまり、 脚韻は a(a, ～ a") では 1 行田 は 4 分音符 3 つ 、 2 行 目は 2 分音符 2 つ 

で 統一されている。 b(b,,b",c) では 2 行日毎に 4 分音符ないし 2 分音符で応じている。 

Ⅱ ) では各行が 2 小節の中 キ こ 、 同音上 8 シラブルを 4 分音符、 2 分音符、 3 速 符で 微妙に違っ 

たリズムを打っている (7 行目だけ 9 シラブルで 9 つの音符を使っている ) 。 

Ⅲ ) では 3 行がひと何で、 2 行が 8 シラブル、 3 行田 は 13 シラブルで、 3 行日は倍の 2 分音符 

で脚韻に対応している。 

IV) では、 A, A, 各行、 脚韻に 2 分音符を与え、 引き延ばしている。 その結果 5 拍子になって 

いる。 B ではⅡで行われた 様に、 2 音、 或いは同音上に 4 小節にわたってシラブル 毎に長さの 異 

なる音符を与え、 自由なリズムを 刻んでいる。 
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b)  リズム、 フレーズの特徴 

1) と DU) は 2 拍子で、 いわゆるカレワラ 韻律のリズムに 乗っているが、 Ⅱ ) では 3 拍子の 3 小節フ 

レーズの中で、 2 小節内 6 拍分が自由に 刻まれている。 ところどころシンコペーションになっている。 

IV) は脚韻のところが 延びており、 ゆっくりした 5 拍子になっていて、 これも如何にもカレワ 

ラ的リズムの 典型になっている。 B はⅡ ) の手法を匂わせているが、 tempo の違いにより、 表情は 

全く違っている。 

V  まとめ 

カレワラの歌い 方から取り上げた 特徴としては、 ( 多様な音階 ( 旋法も含む ) >    (5 拍子など 変 

拍子を含む拍子と、 それによるリズム 及びフレーズの 構成 ) ,  ( 旋律の繰り返し ( 変 奏も含む ) ) 

等 が考えられる。 Op.18 (So れ unut 材 mi, Venematka 等 ) や Op Ⅱ 4Rakastava (l) , fmm)) に 拾 い 

て、 基本的には民謡 ( 口承 詩 ) の歌い方をそのままに、 ごく自然に言葉を 旋律にのせているが、 実 

際は 、 楽曲を構成していく 中で、 様々な音階を 駆使し、 和声を伴い、 より立体的で 独自な音楽を 創 

り 上げている。 民謡を直に使ってはいない 11 。 

な す ぴ 

秘 かに抱いていたシベリウスの 特徴あ る語法として、 例えば「フィンランディア 賛歌」などに 見 

られる、 フレーズの閉じ 方が大らかで、 はっきりと言い 切らず投げかけている 感じであ るとか、 5 

拍子、 7 拍子といった 変拍子が何気なく 使われているが 刺激的でなく、 極めて自然であ ること等が、 

カレワラ的世界との 関わり合いを 通して見てみることによって、 それらの不思議さの 要因が明らか 

になってきた。 

緩く 、 投げかける様なフレーズの 終わり方、 フレーズの重なり 方は、 リズムの点からは、 脚韻が 

倍 に延びて大らかになり、 和声の点からは、 それまでの I 、 V による完全終止、 半終止ではなく、 

Subdominant とその変化和音、 転調による終止等が 加わって、 かなり流動的、 開放的になっている 

ことに因ると 思われる (Rakastavafmm) の部分等 ) 。 

変拍子に関しては、 躍動感はあ っても意表を 突くようなことは 無く自然であ るのは、 韻律の脚韻 

が 引き延ばされること、 シラブルの母音が 延ばされることにより 生じていて、 ゆったりと淀みなく 

言葉を運んでいるところから 来ているからであ ろう。 

それらの具体的な 語法と共に最も 特徴的なことは、 楽曲のゆるぎない 構造と、 その多様 さ 及び 独 

自性にあ る。 

シベリウスは ( カレフラ 的 世界 ) 二神話的世界からその 本質的エネルギーを 吸収し、 壮大な交響 

的宇宙を組み 立てていくが、 翻って見ると 彼はフィン族の 土着の人ではなく、 あ くまで西欧的音楽 

語法を身につけた 冒険者であ る。 むしろ ( カレフラ 的 世界 ) を具現化するに 足る造形性に 着目せざ 

るを得ない。 そしてその形式 観はタ グアノシェル ナ がウィーン時代の 彼の彫刻への 関心の強さを 指 

摘 している通り、 三次元の造形，性に 時間を加えた 動き (movement) として捉えた 音楽だと言える 

であ ろう。 その造形性は 大自然との調和を 大気 (atmosphere) として内包している。 従ってそこで 

鳴る昔は昔そのもので 実在している 生命体であ るような響き (sonority) を獲得している。 

それらをタラスティーは「神話と 音楽」の中で、 作曲者の内的プロセスにおける 神話と音楽の 相 

工作用として 図式化している。 にこでは ( クソレルヴォ 交響曲 ) を念頭に置いて 述べられている。 ) 
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種々の層の関わり 合いが想定されており、 一つには「西洋芸術文化の 内に原初的神話を 如何に再 

構成したか ( 作曲の為に如何に 素材を用 い 様式化したか ) 」という点、 次に「神話的モティーフが、 

作曲者を魅了し 始めたこの時期においては、 その様式化及び 解釈といったものが、 彼らの美学的・ 

文化的背景と 密接に結びついていたことも 考慮されなければならない。 」といった 点 。 そして交手 

が対 時しているのは、 「神話と音楽における 相互作用の新たな 変形、 換言すれば、 作曲者の意識の 

二つのレヴェルに 及ぶ内的プロセスの 形成、 自己コミュニケーションなのであ る。 」としている。 

これらの状況を、 外的・内的コミュニケーション 両者の相互作用として 図示している 12 。 

sender sender=receiver ど ecelver 

@K)@ 送り手二堂宇 交手 
cu Ⅰも ure composer CUltlu Ⅰ e 

文化 作曲者 文化 

The  levelofmyth 
神話のレヴェル 

The  levelofmusic 
音楽のレヴェル 

Karelian ㌔ tlcculture, 止 hecodeofm 丼 h K も re Ⅱ an 五 8 も icbu 宅 als0o Ⅰ her 

oriented  toward  m 丼 h 神言舌のコード cultures,@for@example,@the 
神話によって 指南された modern  mu8lcChi8 車 eene Ⅰ 

カレリア主義文化 カレリア主義、 またはその他の 

Western@tradition@of@art 

衆
 
)
 

聴
 

の
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冊
 

現
 

ば
 

え
 

(
 
例
 

レ
 し
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u
 

Ⅰ
 ユ
 

c
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d
e
 
 

e
 
 

o
 

西洋芸術音楽の mu8lc  伝統 ｜ @ ｜ 音楽のコード   
  autcommunica 自己コミュニケーション 廿 on   

eX も epnalau も ocommunica も lon 
外的自己コミュニケーション 

「音楽的構造が、 神話の内からいわば 普遍的な人間の 要素を抽出する 時、 神話的思考は 、 レ ヴィ 

コストロースの 言を借りれば『それ 自身との語らいをやめさせられ』、 それ自身の純粋な 構造、 お 

るいは意識のプロセスとして 現れてくるのであ る。 」と結んでいる。 

逆説的ではあ るがカレフラ 的 特性を見極めようとして 合唱作品をみてみたが、 そのことによって 

浮かび上がったのは 新しい風土の 中での本質的な 造形性のあ り方を突きつけられた 結果となった。 

改めて べ一 ト一ヴェン、 リスト、 ヮ一グナ 一の系譜を辿らざるを 得ない 130 

先人達の造形性に 比してシベリウスの 造形性は建築的な 構成というよりは、 なだらかな 線 、 立体 

の構成による、 恰も山々の連なり、 森と湖の調和といった 自然景観の構成の 妙に近い。 一方、 風雪 

にさらされた 倒木と水辺によって 広大な自然の 営みを暗示する 様な象徴的表現方法にも 通じている 

( ガッ ノ ンニカッ ノ ラの画一 ( 舟の嘆き ) 他 一の様な ) 。 

カレワラ的世界二神話的世界は、 当然、 カレ ワ ラに題材を採った 作品に色濃く 反映されているが、 

表題のない作品 ( 交響曲、 バイオリン協奏曲、 弦楽四重奏曲他室内楽曲 ) の内にこそ内在的に 同化 

して隠れているに 違いない。 それらは主要テーマの 旋律の仕組み、 或るいは副次的な 背景、 経過 句 、 

楽曲生成の仕方等を 観ることによって 明らかになるであ ろう。 無伴奏男声合唱の 短い作品のなかに 

探り得た構成の 工夫と特異性によって 、 捉え方の方向性をつかみ 得たと 思、 う 。 様式の変遷といった 

視点では、 申 。 後期の無伴奏男声合唱が 秘密を見せてくれるであ ろう。 

シベリウスの 合唱作品の研究については、 先行研究として 一つあ りⅢ 曲 それぞれの特徴の 指摘 



J. シベリウス F 六つの男声合唱曲 J ( 作品 口 18) 及び『恋するもの J@ ( 作品 口 14) の様式分析 89 

は 的確に為されているが、 構造の分析及びその 内容の要因については 言及されていない。 今回 No. 

1, 2 で検討した実践的な 分析が、 シベリウスの 合唱曲理解及びその 位置に対する 観方に寄与し ぅ 

れば幸いであ る。 

今回の論文に 関して訳詞の 掲載を心よく 承諾下さった 坂井玲子氏、 カレワラについての 言語的な 

解釈につき合って 下さった福島直之氏、 又シベリウス 研究者の神部 智氏とブ インランド大使館の 杉 

原 真理子氏には 前回に引き続き 助言と便宜をはかっていただき 深く感謝いたします。 

私の慣れない 作業について、 日頃 のおつき合いの 中から 國 安洋瓦、 茂木一衛 氏に ヒントをいただ 

いたこと、 さらには音楽教育講座の 面々 ( 杉山哲雄氏地 ) に後押しをいただいたこと 心から感謝 ぃ 

たします。 
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Eric@Tawasts4   rna@:@Sibelius@Vol ・ I@ P ， 36 

THE  NEWGROVE  Dictionary  ofMusic&  Musicians200lP.324 ～ 325JamesHepokoski 

カレワラ 上 小泉保釈 p.446 ～ 447 

カレワラ 上 小泉保釈 p.442 ～ 444 

l0  K 且 JVTELETT Ⅱ JtEN  SKS  CXXV ～ W  変奏例 

n@ THE@NEW@GROVE@Dictionary@ P ・ 

l2  Eero ℡ rasti:M 蛙 h&MusicR225 ～ 227  神部 智訳 P.4 ～ 5  日本シベリウス 協会 1994 

13  神部 智 : シベリウスとリスト 一シベリウスに 於ける ( 交響詩 ) 受容の一側面 一 Ⅲ n ぬ ndia  l992 
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註 )  分析 表は ついて 
  

・㎎ X 即 非和声音あ り。 
(X) 

・ W, (X) 印 和声記号の和音、 或いは非和声音として 見徴 すことも 可 。 
X 5 

  W Ⅵ ) 非和声音、 或いは和声記号の 和音として 見倣 すことも 可 。 

・楽曲構成の 各部分 I, D, Ⅲ ， W に出てくる AB ～， a b ～は各部分それぞれのものであ って 全 

曲 にわたっての 共通のものではない。 
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分析 表 p.l 

Je 皿 Sibe Ⅰ usop.14 Rakastava 
(Kaon ね んめ り 

Missa  mmalla ㎡ ?  ㏄ 173) 
""""'"   。 "7 。 ' 

HW 笘 Ⅲもる， 1 面ⅠⅨ m 三 O:122) 

I
 

  

②・ 

(4 小節 )l   

g:@ I Ⅳ 接 I I vna?)  Ⅳ。 Ⅳ V き 

(c: W l6  I ) 

doice 一   

④ 
  

  Ⅳ 按 I I 
B:@ I I Ⅱ Ⅱ 6  Ⅱ 

・ 臣   
  

Bb 
⑤ ⑥ 

  
Ei  ぬ Ⅰ u  .  lu 一一群㎞・ 窩 ・ v 荻 Ⅰ a. Ⅰ 0 Ⅱ， la,  ly6  -v 荻 l  leik  -  b  -%  Ⅰ e  -  hois-sa, 

B:  L7  Ⅳ Ⅵ 0 Ⅱ 7 Ⅳ Ⅱ I o Ⅱ 2 I 

Es:V  7  I Ⅱ Ⅶ ， 

c:  Ⅱ 7 Ⅳ Ⅱ 5  17( 肘 コ   一 " 

⑧ 
  

嚥 Ⅰ U  -  lU  Sa-l0 Ⅱ - ぬ SOit-to, ㎞ - ⅡⅡ 旺 ぬ ei ぬ 仙 - na  - Ml - ぬ ． 

W, Ⅱ 7  W  Ⅱ I  L ト 7 一 
聴 : V,   I Ⅱ 2  W  7  Ⅱ (W2)  .  12( ト劫 W  7   
a A ・ ア Ⅰ・ @ 

⑨ (4 小劫 )l 
の s    ㎏ 町 Ⅰ 亜 s- ㏄ - 仙 -m 於 -sa, 一一皿 ⑩ 町 -ja.nima- ㎏ -le-mas-sa, 

膝 : 1, (B:I)@ B:H2(.n 血色 括 Ⅱ ミ ㈹ 1 
I 

I ト 7 

Ⅰ 
g.W,  Ⅳ。 I Ⅳ ， 。 m 一   は肪た 
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分析 表 P.2 
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分析 表 P.3 
ィタ 

Bb   

Ei - la れ Ei - la El - 1% Ei@ ，   ， 1 曲 
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分析 表 P.4 
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分析 表 P.5 
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分析 表 p.6 
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分析 表 P.7 
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分析 表 p.8 

しい人の各 
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